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 （ T E L０３－５２８１－２０５７） 
 

タイ現地法人臨時株主総会におけるタイ事業の再編承認に関するお知らせ 
 

イオンクレジットサービス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役兼社長執行役員：神谷  

和秀、以下、当社）のタイ現地法人である「イオンタナシンサップ（タイランド）（以下、タナシン

サップ）」は、本日開催の臨時株主総会において、「ＡＣＳキャピタル」が保有するタイ現地法人   

３社の株式取得について承認をいただきましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１.グループ再編の目的 

当社は、１９８７年に香港で事業を開始して以来、経済成長著しい海外での事業拡大を重点戦略と

位置付け、アジア各国で事業を展開しております。タイにおいては、１９９２年にタナシンサップを

設立以降、クレジットカード事業を中心に業容を拡大、２００１年にはタイ証券取引所に株式上場を

果たしております。現在ではタイ全土に営業拠点を展開、会員数約６３０万人（２０１２年５月現在）

を有し、タイにおけるリテールファイナンスのパイオニア企業となっております。 

また、１９９８年には「ＡＣＳキャピタル」を設立、同社の傘下において、保険代理店事業、サー   

ビサー事業等クレジット周辺事業を積極的に展開し、保険契約数約８００千件となる等、着実に業容 

の拡大を図ることができております。 
 
今後「ＡＣＳキャピタル」が保有する各現地法人の株式をタナシンサップの傘下に異動し、クレジ

ットカード事業に加え、クレジット周辺事業を一括して行う最適な体制を構築することで、タナシン

サップの顧客情報・ノウハウ・営業基盤を活用するとともに、各現地法人で重複している機能を集約、  

事業運営の効率化を図り、タイ事業全体の企業価値を向上させてまいります。 

 

２.グループ再編の内容 

        【 現状 】                  【 再編後 】 

 
※タイ現地法人３社の株式取得につきましては、２０１２年９月末までに実施される予定です。 

 

３.連結業績に与える影響 

  タイ子会社の再編による当社連結業績への影響は軽微でありますが、中長期的に当社業績の向上

に資するものであります。                             以 上    
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ｲｵﾝﾀﾅｼﾝｻｯﾌﾟ
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